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は
じ
め
に

　
周
知
の
と
お
り
︑
一
九
四
八
年
六
月
十
三
日
深
夜
か
ら
十
四
日
未
明
に
か
け

て
︑
太
宰
治
は
戦
争
未
亡
人
の
山
崎
富
栄
と
と
も
に
玉
川
上
水
に
入
水
し
た
︒

遺
体
は
十
九
日
の
太
宰
の
誕
生
日
に
発
見
さ
れ
た
︒
こ
の
事
件
を
︑
新
聞
は
盛

ん
に
報
道
し
た
︒
や
が
て
そ
れ
が
一
段
落
す
る
と
︑
舞
台
は
雑
誌
に
移
っ
た
︒

週
刊
誌
や
文
芸
雑
誌
な
ど
が
追
い
か
け
る
よ
う
に
な
り
︑
追
悼
特
集
ま
で
組
ま

れ
た
︒

　
こ
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
道
に
よ
り
︑
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
合
い
に
お
け
る
太
宰
治
に
関
す
る
認
知
度
は
︑
飛
躍
的

に
広
が
っ
て
い
た
（
川
崎
　
二
〇
〇
五
）
と
い
う（

1
）

︒
筑
摩
書
房
の
社
史
に
よ
る
と
︑

太
宰
治
の
﹃
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
﹄
な
ど
は
︑
も
と
も
と
売
れ
ず
に
倉
庫
に
山
積
み

に
な
っ
て
い
た
が
︑﹁
太
宰
治
が
玉
川
上
水
へ
飛
び
込
ん
だ
途
端
に
︑
新
聞
で

も
︑
ラ
ジ
オ
で
も
︑
連
日
太
宰
を
話
題
に
取
り
上
げ
︑﹃
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
﹄
が
︑

た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
︒
／
七
月
二
十
五
日
発
行
の
奥
付
で
出
た

﹃
人
間
失
格
﹄
は
︑
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
︑
二
十
万
部
売
れ
た
﹂（
和
田
　

二
〇
一
一
：
一
七
七
）
と
い
う（

2
）

︒
つ
ま
り
︑
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
に
よ
り
︑
第
一
次
太
宰
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
滝
口
　

二
〇
〇
九
︑ 
二
〇
一
六
）︒
し
か
し
︑
こ
の
情
死
報
道
を
き
っ
か
け
と
す
る
太
宰

ブ
ー
ム
が
︑
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
言
説
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
の
か
は
︑
ま
だ

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
︒
一
方
︑
興
味
深
い
こ
と
に
︑
第
一
次
太
宰
ブ
ー
ム

文
化
と
し
て
の
「
桜
桃
忌
」
と
新
聞
の
関
連
報
道

劉
　
宇
婷
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は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
太
宰
死
後
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
沈
静
化
し
て

い
っ
た
（
滝
口
　
二
〇
〇
九
）
と
い
う（

3
）

。

　
そ
し
て
、
約
七
十
年
経
っ
た
二
〇
一
七
年
の
現
在
も
、
我
々
は
「
太
宰
治
」

と
い
う
名
を
聞
く
こ
と
で
頭
の
中
に
何
か
し
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
く
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
ッ
ト
エ
イ
ジ
ア
株
式
会
社
の
「『
太
宰
治
』
に
関

す
る
調
査
（
太
宰
治
生
誕
百
周
年
記
念
調
査（

4
）

）」
に
よ
る
と
、「
太
宰
治
」
を

知
っ
て
い
る
か
と
い
う
質
問
を
単
一
回
答
形
式
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
約
九
七
％

の
回
答
者
が
「
太
宰
治
」
を
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
。
ま
た
、
下
記
の
新
聞

言
説
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
太
宰
治
の
代
表
作
『
人
間
失
格
』
の
売
れ
行
き
も

各
社
と
も
に
好
調
で
あ
り
、
特
に
新
潮
文
庫
に
お
い
て
は
累
計
刊
行
部
数
が
、

文
豪
・
国
民
的
作
家
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
と
、
常
に
一
、 

二
を
争
う
存
在

で
あ
る
。

　
新
潮
文
庫
で
は
『
人
間
失
格
』
は
五
百
万
部
を
超
え
、
小
差
な
が
ら
漱

石
の
『
こ
こ
ろ
』
を
抑
え
て
一
位
。
毎
年
、
新
た
な
読
者
を
開
拓
し
て
い

る（
5
）

。
　
累
計
部
数
の
一
位
が
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
だ
。
初
版
の
刊
行
は

一
九
五
二
年
。
今
年
八
月
に
七
百
万
部
を
突
破
し
た
。
二
位
が
太
宰
治『
人

間
失
格
』
の
六
七
〇
万
部
、
三
位
が
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
『
老
人
と
海
』
の

四
八
九
万
部
、
四
位
が
再
び
漱
石
で
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
四
二
〇
万
部
、

五
位
に
カ
ミ
ュ
『
異
邦
人
』
四
一
二
万
部
と
続
く（

6
）

。

　
こ
の
よ
う
に
情
死
報
道
を
き
っ
か
け
と
す
る
太
宰
治
ブ
ー
ム
が
沈
静
化
し
て

か
ら
、
今
日
に
お
け
る
太
宰
治
の
認
知
度
や
世
評
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
実
に
甚
だ
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
太
宰
文
学
へ
の
再
評
価
、
筑
摩
版
太

宰
全
集
の
発
刊
や
、
教
科
書
に
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
や
、
毎

年
桜
桃
忌
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
な
ど
は
、
太
宰
の
知
名
度
の
向
上
に
寄

与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
日
の
太
宰
治
の
高
い
評
価
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
彼
の
手
で
描
か
れ
た
作
品
や
奥
野
健
男
（
学
友
に
吉
本
隆
明
を
持
ち
、
福
田

恆
存
に
触
発
さ
れ
批
評
を
は
じ
め
、
後
代
へ
の
太
宰
受
容
の
マ
ト
リ
ク
ス
を
作
っ
た

人
物
﹇
小
澤
　
二
〇
〇
九
﹈）
の
評
論
な
ど
に
起
因
す
る
。
太
宰
治
の
文
学
的
営

み
は
多
角
的
に
、
幾
重
に
も
検
討
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
可
能
性
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。
本
研
究
も
ま
た
、
そ
う
し
た
研
究
成
果
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
だ

が
、
こ
こ
で
試
み
た
い
の
は
、
太
宰
治
の
有
名
性
の
要
因
を
太
宰
そ
の
人
の
営

み
へ
と
還
元
す
る
の
で
は
な
く
、
太
宰
に
つ
い
て
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
力
と
し

て
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
上
で
「
太
宰
治
」
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ

て
き
た
の
か
、
報
道
過
程
で
メ
デ
ィ
ア
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、

ま
た
メ
デ
ィ
ア
が
「
太
宰
治
」
を
語
る
こ
と
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
だ
っ
た
の

か
。

　
本
稿
で
は
、
新
聞
を
主
な
分
析
対
象
と
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
普
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及
率
の
高
さ
、
そ
し
て
読
者
層
が
広
範
囲
で
あ
り
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
長
期
に
わ
た
る
調
査
が
可
能
で
あ
る
の
も
そ
の
理
由
の
一
つ
で

あ
る
。
太
宰
治
が
昭
和
初
期
か
ら
作
家
活
動
を
開
始
し
て
、
入
水
自
殺
し
た
の

は
戦
後
の
一
九
四
八
年
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
日
本
の
新
聞
の
発
行
部
数
の
拡
大

が
順
調
な
時
期
で
あ
っ
た（

7
）

。
現
在
は
次
第
に
部
数
が
下
落
し
て
い
る
が
、
日
本

の
新
聞
は
戦
後
長
い
間
、
一
世
帯
あ
た
り
の
発
行
部
数
が
一
部
以
上
と
い
う

高
い
普
及
率
を
誇
っ
て
き
た
と
い
う
（
藤
竹
　
二
〇
一
二
）。
毎
日
新
聞
社
が

二
〇
〇
八
年
に
行
っ
た
第
六
十
二
回
読
書
世
論
調
査
の
中
で
、「
本
購
入
の

き
っ
か
け
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。「
書
籍
を
購
入
す
る
主
な

き
っ
か
け
を
三
つ
ま
で
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
書
店
で
タ

イ
ト
ル
や
帯
、
P
O
P
（
推
薦
文
を
書
い
た
ミ
ニ
広
告
）
を
見
て
」
の
三
九
％
。

次
い
で
「
好
き
な
著
者
」
三
六
％
、「
新
聞
な
ど
の
広
告
」
三
五
％
、「
新
聞
な

ど
の
書
評
」
二
四
％
、「
映
画
や
テ
レ
ビ
」
一
九
％
、「
家
族
や
友
人
ら
の
薦

め
」
一
九
％
、「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
」
一
六
％
、「
よ
く
読
ま
れ
て
い

る
本
だ
か
ら
」
一
四
％
、「
口
コ
ミ
」
一
四
％
、「
電
車
内
の
中
づ
り
広
告
」

四
％
―
―
と
続
い
た
」（
二
〇
〇
九
：
二
五
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も

新
聞
と
読
書
（
な
い
し
文
学
）
の
深
い
か
か
わ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
一
九
九
八
年
太
宰
治
没
後
五
十
年
、
二
〇
〇
九
年
太
宰
治

生
誕
百
年
も
大
き
く
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
家
の
丸
谷
才
一
は
、「
人
魚

は
ア
・
カ
ペ
ラ
で
歌
ふ
　
検
定
ば
や
り
」（『
オ
ー
ル
読
物
』
二
〇
〇
九
年
五
月
）

の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
さ
て
、
さ
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
新
聞
で
太
宰

治
検
定
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
。
／
太
宰
治
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
、
六
月
二
十
日
に
お
こ
な
ふ
。
受
験
料
は
一
般
は
三
〇
〇
〇
円
、
高
校
生
以

下
は
一
五
〇
〇
円
で
、
テ
キ
ス
ト
販
売
の
収
益
と
検
定
実
施
に
よ
る
収
益
の
一

部
を
『
太
宰
治
と
叔
母
き
ゑ
〈
思
ひ
出
〉
記
念
館
（
仮
称
）』
設
立
の
資
金
の

一
部
に
使
ふ
と
い
ふ
」（
二
〇
〇
九
：
九
三
〜
九
四
）。
つ
ま
り
、
新
聞
は
太
宰

関
連
情
報
を
取
り
上
げ
る
情
報
源
で
も
あ
る
。

一
　
文
化
と
し
て
の
桜
桃
忌
―
―
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
か
ら
み
て

　
太
宰
に
ま
つ
わ
る
「
伝
説
」
の
一
つ
に
桜
桃
忌
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
宰
治
の

命
日
で
、
俳
句
の
「
夏
」
の
季
語
に
も
な
っ
て
い
る
。「
太
宰
治
が
山
崎
富
栄

と
玉
川
上
水
に
入
水
心
中
し
て
果
て
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年
〔
一
九
四
八
年

―
引
用
者
注
〕
六
月
十
三
日
の
こ
と
だ
が
、
毎
年
い
ち
ど
太
宰
を
偲し
の

ぶ
会
を
も

と
う
と
い
う
相
談
が
友
人
知
己
の
あ
い
だ
で
も
ち
あ
が
っ
た
の
は
、
初
七
日
の

席
あ
た
り
か
ら
で
あ
っ
た
」（
桂
　
一
九
八
一
：
二
九
）。
そ
こ
で
太
宰
の
死
の

翌
年
、
一
九
四
九
年
六
月
十
九
日
に
、
第
一
回
の
桜
桃
忌
が
禅
林
寺
で
開
か
れ

た
。
六
月
十
九
日
に
太
宰
の
死
体
が
発
見
さ
れ
、
奇
し
く
も
そ
の
日
が
太
宰
の

三
十
九
歳
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
む
。「
桜
桃
忌
」
の
名
は
、
太
宰

と
同
郷
の
津
軽
の
作
家
今
官
一
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
。「
桜
桃
」
は
太
宰
の

死
の
直
前
の
名
作
の
題
名
で
あ
り
、
北
国
を
代
表
す
る
鮮
紅
色
の
宝
石
の
よ
う
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な
こ
の
果
物
は
、
鮮
烈
な
太
宰
の
生
涯
と
珠
玉
の
短
編
作
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
、
友
人
た
ち
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た
と
い
う

（
桂
　
一
九
八
一
）。

　
発
足
当
時
の
桜
桃
忌
は
、
太
宰
と
直
接
親
交
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
遺
族
を
招

い
て
、
桜
桃
を
つ
ま
み
な
が
ら
酒
を
酌
み
交
わ
し
太
宰
を
偲
ぶ
会
で
あ
っ
た
。

常
連
の
参
会
者
の
中
に
は
、
佐
藤
春
夫
、
井
伏
鱒
二
、
亀
井
勝
一
郎
、
檀
一
雄
、

野
原
一
夫
な
ど
が
い
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、
桜
桃
忌
は
全
国
か
ら
十
代
、

二
十
代
の
若
者
な
ど
が
数
百
人
も
集
ま
る
青
春
巡
礼
の
メ
ッ
カ
へ
と
様
変
り
し

て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
昭
和
四
十
一
年
〔
一
九
六
六
年
〕
の
桜
桃
忌
に
は
、

男
女
の
若
も
の
た
ち
約
五
百
人
が
つ
め
か
け
た
。
庫
裏
の
座
敷
に
は
、
ど
ん
な

に
無
理
を
し
て
も
せ
い
ぜ
い
百
三
十
人
く
ら
い
し
か
収
容
で
き
な
い
。
や
む
を

え
ず
定
刻
前
に
整
理
券
を
配
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
苦
肉
の
策
を
と
る
に
至
っ

た
。（
中
略
）
し
か
し
、
あ
ぶ
れ
た
若
も
の
た
ち
は
、
去
り
も
や
ら
ず
、
会
場

の
ま
わ
り
に
立
ち
ん
ぼ
で
む
ら
が
り
ひ
し
め
い
た
ま
ま
、
な
か
の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
る
の
で
あ
る
」（
桂
　
一
九
八
一
：
六
八
）
と
い
う
。
一
人
の
作
家
を

し
の
ぶ
た
め
に
、
命
日
に
盛
大
な
催
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
熱
心
な
参
加
者

が
年
々
増
え
、
多
い
時
期
に
は
千
人
以
上
が
訪
れ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
〝
季
節

の
風
物
詩
〞
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
若
者
は
、
な
ぜ
桜
桃
忌
を
知
り
、
各
地
か
ら
続
々
と
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
広
報
作
用
に
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
伊
馬
春
部
に
よ
れ
ば
、
桜
桃
忌
が
迫
る

と
、
マ
ス
コ
ミ
が
い
っ
せ
い
に
さ
わ
ぎ
だ
す
の
が
例
年
の
な
ら
わ
し
で
あ
る（

8
）

。

新
聞
メ
デ
ィ
ア
も
毎
年
の
よ
う
に
桜
桃
忌
に
触
れ
て
い
る
。「
六
月
二
十
二
日

は
、
夏
至
。
当
然
の
よ
う
に
、
各
紙
に
記
事
や
写
真
が
出
た
。
そ
の
三
日
前
、

十
九
日
は
作
家
、
太
宰
治
の
命
日
の
桜
桃
忌
。
こ
れ
も
毎
年
、
記
事
に
な
る
。

時
の
記
念
日
、
父
の
日
、
な
ど
と
と
も
に
、
著
名
人
の
忌
日
も
ニ
ュ
ー
ス
の
対

象
な
の
で
あ
る（

9
）

」。

　
戦
後
長
期
に
わ
た
っ
て
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
安
価

で
多
様
な
情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
有
力
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
焦
点
を
当
て
、
新
聞
の
桜
桃
忌
の

語
り
方
と
太
宰
の
「
神
話
性
」
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。『
朝
日
新
聞
』『
読

売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
の
中
で
桜
桃
忌
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
、

そ
れ
は
太
宰
の
「
神
話
性
」
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
は

ど
ん
な
力
学
が
働
い
て
い
た
の
か
を
究
明
し
た
い
。
こ
う
し
た
学
際
的
な
研
究

は
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
故
作
家
報
道
の
研
究
と
文
学
領
域
に
お
け
る
作

家
研
究
の
両
方
に
一
定
の
貢
献
を
な
し
う
る
と
考
え
る
。

　

二
　
研
究
方
法

　
研
究
方
法
に
関
し
て
、
ま
ず
、『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
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の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
、「
桜
桃
忌
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

太
宰
没
後
か
ら
二
〇
一
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
検
索
を
か
け
、
出
て
き

た
す
べ
て
の
記
事
は
一
件
ず
つ
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
分
析
対
象
を
確
定
し
た（

10
）

。

こ
の
よ
う
に
し
て
最
終
的
に
分
析
の
対
象
と
な
っ
た
記
事
数
は
、『
朝
日
新
聞
』

が
一
七
五
件
、『
読
売
新
聞
』
が
一
四
五
件
、『
毎
日
新
聞
』
が
一
〇
一
件
で
、

合
計
四
二
一
件
で
あ
る
。

　
以
下
は
、桜
桃
忌
関
連
記
事
の
一
例
で
あ
る
（「
若
者
の
心
と
ら
え
「
桜
桃
忌
」」

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
六
月
二
十
日
朝
刊
）。

　
二
十
三
年
六
月
、
作
家
・
太
宰
治
が
玉
川
上
水
に
身
を
投
じ
て
自
殺
し

て
か
ら
、
こ
と
し
は
ち
ょ
う
ど
三
十
年
。
死
ん
だ
翌
年
か
ら
毎
年
続
け
ら

れ
、
三
十
回
を
数
え
た
「
桜
桃
忌
」
が
十
九
日
午
後
、
太
宰
の
墓
の
あ
る

三
鷹
市
下
連
雀
四
丁
目
の
禅
林
寺
で
、
若
者
た
ち
に
囲
ま
れ
て
催
さ
れ
た
。

「
芥
川
賞
　
私
に
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
の
川
端
康
成
氏
に
あ
て
た
手
紙

が
話
題
を
呼
ん
だ
あ
と
だ
け
に
、
式
場
の
人
出
も
に
ぎ
や
か
だ
。

　
森
鴎
外
の
墓
の
斜
め
向
か
い
に
立
つ
太
宰
の
墓
の
前
に
は
、
色
と
り
ど

り
の
花
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
生
前
、
故
人
が
好
ん
だ
酒
、
ゆ
か
り
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
も
。
午
後
三
時
か
ら
の
催
し
な
の
に
、
朝
、
早
く
も
若
者
た
ち
の

姿
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
た
。
昼
を
過
ぎ
る
と
、
次
々
と
訪
れ
る
ヤ
ン
グ
で
、

寺
の
境
内
、
墓
の
前
は
に
ぎ
わ
い
を
増
し
て
い
る
。
五
、 

六
百
人
は
い
た

だ
ろ
う
。
こ
こ
数
年
は
若
い
女
性
が
六
、 

七
割
を
占
め
た
が
、
今
年
は
男

性
の
姿
が
目
立
つ
。
男
女
半
々
ぐ
ら
い
だ
。
住
職
の
供
養
の
読
経
が
始
ま

る
前
か
ら
、
墓
前
に
花
を
あ
げ
、
水
を
さ
さ
げ
、
合
掌
す
る
若
者
た
ち
の

列
が
、
細
い
墓
地
の
小
道
を
埋
め
て
、
続
い
た
。
順
番
を
待
つ
間
、
さ
か

ん
に
「
太
宰
論
」
を
か
わ
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
、
あ
っ
た
。

　
埼
玉
県
入
間
市
の
同
県
立
豊
岡
高
の
文
芸
部
員
の
女
高
生
。「
私
た
ち

は
こ
の
秋
の
文
化
祭
で
『
太
宰
治
の
自
殺
』
を
テ
ー
マ
に
研
究
発
表
を
す

る
の
で
、
桜
桃
忌
の
ふ
ん
囲
気
は
何
と
し
て
も
感
じ
と
っ
て
み
た
か
っ

た
」。
同
校
文
芸
部
員
は
十
五
人
全
員
が
来
た
、
と
い
う
。

　
東
京
高
専
四
年
、
豊
川
定
海
君
（
一
八
）、「
太
宰
の
作
品
か
ら
も
、
そ

の
死
か
ら
も
、
う
か
が
え
る
の
は
、
人
生
に
対
す
る
人
間
的
な
弱
さ
。
僕

も
太
宰
に
似
て
い
る
な
、
と
思
う
と
き
、
共
感
と
同
時
に
、
弱
く
ち
ゃ
い

け
な
い
と
い
う
反
発
を
感
じ
る
。
と
に
か
く
一
度
、
来
た
か
っ
た
」。
愛

知
県
豊
橋
市
か
ら
来
た
と
い
う
家
事
手
伝
い
の
娘
さ
ん
、「
去
年
も
来
た
。

太
宰
の
作
品
は
大
好
き
。
こ
の
時
期
、
こ
こ
へ
来
な
く
ち
ゃ
、
気
が
す
ま

な
く
て
…
…
」。

　「
桜
桃
忌
、
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
何
で
も
見
て
や
れ
、
参
加
し

て
や
れ
の
ヤ
ジ
馬
組
も
い
た
よ
う
だ
が
、
大
方
が
、「
太
宰
文
学
に
純
粋

な
人
間
性
を
感
じ
た
」「
作
品
を
通
し
て
感
じ
と
れ
る
人
間
の
弱
さ
、
も

ろ
さ
が
、
本
当
の
人
間
な
の
だ
と
思
え
て
し
び
れ
る
」
な
ど
の
気
持
ち
で

フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人
た
ち
の
よ
う
だ
。「
芥
川
賞
　
私
に
…
…
」
の
手
紙

に
つ
い
て
も
「
太
宰
ら
し
く
て
好
感
が
持
て
る
」
と
い
う
感
想
を
、
多
く
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聞
い
た
。

　
世
話
人
の
一
人
、
作
家
桂
英
澄
さ
ん
は
「
当
初
の
『
桜
桃
忌
』
は
、
太

宰
先
生
の
先
輩
や
友
人
の
、
さ
さ
や
か
な
つ
ど
い
だ
っ
た
。
年
々
、
若
者

に
フ
ァ
ン
が
ふ
え
た
の
は
、
精
神
的
に
飢
餓
状
態
の
ヤ
ン
グ
が
多
く
、
そ

の
飢
え
を
満
た
そ
う
と
『
青
春
の
彷
徨
（
ほ
う
こ
う
）』
の
一
つ
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
太
宰
作
品
を
見
い
だ
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な

い
」
と
話
す
。

　
墓
前
の
供
養
の
あ
と
は
、寺
の
講
堂
で
、ゆ
か
り
の
人
び
と
の
「
偲
（
し

の
）
ぶ
会
」。
七
十
人
が
講
堂
入
り
を
し
た
が
、
屋
外
に
も
、
中
の
話
を

聴
き
入
る
人
び
と
の
垣
（
か
き
）
が
出
来
た
。

　
次
に
、
こ
の
四
二
一
件
の
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
、
計
量

テ
キ
ス
ト
分
析
ソ
フ
トK

H
C

oder （
11
） 

を
使
い
、「
桜
桃
忌
」
と
関
連
す
る
語
句
を

探
索
す
る
方
法
を
と
る
。
そ
し
て
内
容
分
析
を
行
い
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
語
っ

た
桜
桃
忌
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
と
太
宰
「
神
話
性
」
と
の
関
係
を

分
析
す
る
。
本
稿
の
基
本
的
な
視
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
と
は
、
事
実
に
加
え
価
値
を
伝
達
す
る
活
動
で
あ
る
」（M

cN
air 1998: 

31

）。
そ
し
て
「
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
ク
ス
ト
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
テ
ク
ス
ト
か

ら
派
生
す
る
様
々
な
意
味
、
そ
し
て
価
値
を
伝
達
し
て
い
る
」（
大
石
　

二
〇
〇
五
：
一
六
五
）。

　
最
後
に
、
太
宰
治
の
弟
子
で
、
桜
桃
忌
世
話
人
の
一
人
で
あ
っ
た
桂
英
澄
の

『
桜
桃
忌
の
三
十
三
年
』（
一
九
八
一
年
）
と
雑
誌
の
桜
桃
忌
関
連
報
道
を
参
照

し
な
が
ら
、
①
客
観
的
現
実
と
し
て
の
「
桜
桃
忌
」
と
、
②
象
徴
的
現
実
と
し

て
の
桜
桃
忌
を
比
較
す
る
。
言
説
分
析
に
関
す
る
見
解
を
参
照
し
な
が
ら
、

「
フ
ァ
ン
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
づ
け
を
考
え
る
。
ま
た
「
社
会
的
現
実
」
の

構
成
と
い
う
視
座
か
ら
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

桜
桃
忌
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
物
語
を
作
っ
た
の
か
を
究
明
す
る
。

　

三
　
全
国
紙
の
内
容
分
析

 （
一
）
時
系
列
的
に
み
る
桜
桃
忌
関
連
報
道

　
内
容
分
析
を
行
う
前
に
、
ま
ず
、『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
と
『
毎
日
新

聞
』
の
初
出
か
ら
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
桜
桃
忌
関
連
報
道

を
時
系
列
的
に
概
観
す
る
。

　『
朝
日
新
聞
』
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
で
き
た
最
初
の
桜
桃

忌
関
連
報
道
は
、
一
九
五
九
年
六
月
十
四
日
付
記
事
「
桜
桃
忌
　
亀
井
勝
一

郎
」
で
あ
る
。
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
記
事
は
、
亀
井
勝
一
郎
、

臼
井
吉
見
ら
、
生
前
の
太
宰
治
と
親
交
が
あ
っ
た
り
、
三
鷹
桜
桃
忌
の
常
連
で

あ
っ
た
り
す
る
者
の
太
宰
治
へ
の
追
憶
、
桜
桃
忌
の
様
子
の
紹
介
な
ど
が
主
た
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る
内
容
で
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
、『
朝
日
新
聞
』
は
、

三
鷹
桜
桃
忌
当
日
の
模
様
や
そ
の
人
気
ぶ
り
を
中
心
に
報
道
し
て
い
た
。

一
九
八
六
年
以
降
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
る
記
事
の
範
囲
が
拡
大
し
、

全
文
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
桜
桃
忌
関
連
記
事
の
内
容
も
豊
富

に
な
っ
た
。
三
鷹
桜
桃
忌
だ
け
で
な
く
、
金
木
町
桜
桃
忌
（
一
九
九
九
年
か
ら
、

生
誕
祭
と
改
名
さ
れ
た
）、
山
梨
桜
桃
忌
、
沼
津
桜
桃
忌
な
ど
地
域
版
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
件
数
が
少
な
い
た
め
今
回
対
象
外
と
し
た
。
ま
た
、
地

域
版
、
社
会
面
、
総
合
面
、
文
化
面
、
政
治
面
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙
面
に
桜

桃
忌
に
関
す
る
言
説
が
広
が
っ
て
い
き
、
記
事
の
主
題
が
桜
桃
忌
と
は
無
関
係

で
あ
っ
て
も
、
桜
桃
忌
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
記
事
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
そ

の
代
わ
り
に
三
鷹
桜
桃
忌
当
日
の
様
子
を
中
心
に
詳
し
く
報
道
す
る
記
事
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

　『
読
売
新
聞
』
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
で
き
た
最
初
の
桜
桃

忌
関
連
報
道
は
、
一
九
四
九
年
六
月
二
十
日
付
記
事
「
い
ず
み
」
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
の
桜
桃
忌
を
『
読
売
新
聞
』
も
報
じ
た
。
桂
英
澄
（
一
九
八
一
：

三
八
）
に
よ
れ
ば
「
太
宰
治
の
葬
式
は
、
異
常
な
死
を
と
げ
た
流
行
作
家
へ
の

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
世
間
の
目
も
あ
っ
て
、
文
壇
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら

の
参
列
者
も
多
く
、
き
わ
め
て
盛
大
で
あ
っ
た
。
桜
桃
忌
も
最
初
の
一
、 

二
回

は
、
そ
の
余
波
を
反
映
し
て
、
そ
れ
な
り
に
盛
大
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
三
回
目

ご
ろ
か
ら
参
会
者
の
数
も
ぐ
っ
と
減
り
、
五
、 

六
回
ご
ろ
に
な
る
と
人
数
も

三
、 

四
十
人
、
顔
ぶ
れ
も
ほ
ぼ
固
定
し
て
き
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
の
た
め

か
、『
読
売
新
聞
』
は
三
回
目
か
ら
桜
桃
忌
の
報
道
を
中
止
し
た
。
し
か
し

一
九
六
〇
年
か
ら
、
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
桜
桃
忌
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　『
毎
日
新
聞
』
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
で
き
た
最
初
の
桜
桃

忌
関
連
報
道
は
、
一
九
五
二
年
六
月
十
九
日
付
記
事
「
太
宰
治
の
五
年
忌
」
で

あ
る
。
そ
の
後
桜
桃
忌
の
報
道
を
い
っ
た
ん
中
止
し
た
。
再
開
し
た
一
九
六
二

年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
の
記
事
は
、
ほ
と
ん
ど
「
芸
術
・
芸
能
　
文
学
」
面

で
、
三
鷹
桜
桃
忌
当
日
の
様
子
報
道
を
中
心
と
し
て
い
た
。
一
九
九
〇
年
以
降

の
桜
桃
忌
関
連
報
道
は
、『
朝
日
新
聞
』
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

　
以
上
の
と
お
り
、
桜
桃
忌
関
連
報
道
を
時
系
列
的
に
概
観
す
る
と
、『
朝
日

新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
が
桜
桃
忌
の
報
道
を
始
め
た
、
あ
る
い

は
再
開
し
た
の
は
、
六
〇
年
代
前
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
桂
英
澄

（
一
九
八
一
：
四
四
）
に
よ
れ
ば
、「
若
い
人
た
ち
が
と
み
に
ふ
え
て
、
桜
桃
忌

が
い
ち
じ
る
し
い
変
貌
を
見
せ
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
、
三
年
〔
そ

れ
ぞ
れ
一
九
五
七
年
、
一
九
五
八
年
〕
頃
か
ら
で
あ
る
。
／
会
場
で
あ
る
庫
裏
の

椽
ち
か
く
に
た
だ
ず
ん
で
、
な
か
の
ス
ピ
ー
チ
に
聞
き
耳
を
た
て
て
い
る
若
も

の
の
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
つ
ま
り
、
若
い
人
が
桜
桃
忌
に
現
れ

て
か
ら
、
三
紙
は
、
そ
こ
に
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
を
見
出
し
、
桜
桃
忌
に
関

す
る
報
道
を
始
め
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

 （
二
）
テ
ク
ス
ト
分
析

　
次
に
、
前
節
で
述
べ
た
方
法
で
内
容
分
析
を
行
っ
た
結
果
を
以
下
に
示
す
。
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「
命
日
」
に
「
禅
林
寺
」
で
「
行
う
」「
桜
桃
忌
」

　
共
通
点
と
し
て
、
ま
ず
「
作
家
」「
太
宰
治
」
と
「
桜
桃
忌
」
の
強
い
関
連

性
が
、『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』
と
『
毎
日
新
聞
』
か
ら
、
と
も
に
垣
間
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
表
一
か
ら
次
の
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。「
桜
桃
忌
」
は
、
毎

年
「
太
宰
治
」
の
「
命
日
」
に
あ
た
る
「
六
月
」「
十
九
日
」
に
「
東
京
」「
三

鷹
」「
禅
林
寺
」
で
「
行
」
わ
れ
て
・「
開
」
か
れ
て
い
る
。「
昭
和
二
十
三
年
、

三
十
九
年
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
太
宰
治
の
人
と
文
学
を
し
の
ぶ
「
桜
桃
忌
」

が
命
日
の
十
九
日
三
鷹
市
の
禅
林
寺
で
行
な
わ
れ
た
。

（
12
）

」、「
六
月
十
九
日
は
小

説
家
・
太
宰
治
の
命
日
「
桜
桃
忌
」。
太
宰
を
し
の
び
、
東
京
・
三
鷹
の
禅
林

寺
に
は
毎
年
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

（
13
）

」
な
ど
の
言
説
が
、
桜
桃
忌
関
連
記
事

の
中
に
頻
出
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
読
者
が
、
ま
ず
「
桜
桃
忌
」
が
太
宰
治
の

「
命
日
」
で
あ
り
、
毎
年
「
六
月
」
に
「
東
京
」「
三
鷹
」「
禅
林
寺
」
で
「
行
」

わ
れ
て
・「
開
」
か
れ
て
い
る
と
い
う
知
識
を
得
、
あ
る
い
は
再
確
認
す
る
。

こ
こ
で
新
聞
は
広
報
媒
体
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
が
六
月
に
多
く
出
て
く
る
。『
朝
日
新
聞
』
で
は
、

六
月
の
記
事
が
桜
桃
忌
関
連
記
事
全
体
の
約
六
三
％
、『
読
売
新
聞
』
で
は
、

約
七
四
％
、『
毎
日
新
聞
』
で
は
、
約
七
一
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

六
月
に
集
中
的
に
記
事
が
出
て
く
る
と
、
短
期
間
で
購
読
者
の
関
心
を
引
き
、

強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
掲
載
面
別
に
み
て
も
、
社
会
面
、
総
合
面
、

文
化
面
、
政
治
面
、
特
集
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
紙
面
に
桜
桃
忌
に
関
す
る
言
説

が
広
が
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
人
の
作
家
を
し
の
ぶ
命
日
に
盛
大
な
催
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
新
聞
メ

デ
ィ
ア
が
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
報
道
し
て
も
い
る
。

た
と
え
「
天
声
人
語
」
の
よ
う
な
、
主
題
が
桜
桃
忌
と
は
無
関
係
の
記
事
で

あ
っ
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
富
士
山
を
、
裾
野
の
広
さ
の
割
に
低
い
と
言
っ
た
の
は
、

表一　「桜桃忌」と関連する語句　朝日新聞・読売新聞・毎日新聞

朝日新聞 読売新聞 毎日新聞

抽出語 Jaccrd 抽出語 Jaccrd 抽出語 Jaccrd

1 太宰治 0.2844 太宰治 0.3821 太宰治 0.4194

2 禅林寺 0.2353 禅林寺 0.3738 禅林寺 0.3433

3 三鷹 0.2094 三鷹 0.3496 作家 0.3354

4 太宰 0.1985 十九日 0.3364 三鷹 0.3220

5 ファン 0.1776 太宰 0.2300 太宰 0.3105

6 6 月 0.1552 ファン 0.2120 ファン 0.2260

7 作家 0.1514 作家 0.2065 十九日 0.2248

8 十九日 0.1504 玉川上水 0.1991 東京 0.2215

9 遺体 0.1500 東京 0.1743 行う 0.2158

10 開く 0.1424 墓前 0.1718 玉川上水 0.2000

11 玉川上水 0.1354 行う 0.1570 文学 0.1943

12 毎年 0.1269 今年 0.1511 6 月 0.1849

13 今年 0.1246 入水 0.1472 命日 0.1742

14 東京 0.1199 文学 0.1377 作品 0.1638

15 文学 0.1163 下連雀 0.1333 遺体 0.1504

 ＊ Jaccrdはその関連の強さを示す係数。
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あ
す
が
桜
桃
忌
の
太
宰
治
だ
っ
た
。
も
う
一
・
五
倍
は
高
く
な
く
て
は
い

け
な
い
と
名
短
編
「
富
嶽
百
景
」
に
書
い
た
。
も
し
そ
う
な
ら
ア
フ
リ
カ

最
高
峰
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
な
み
の
高
さ
で
そ
び
え
る
。
文
豪
が
誘
う
楽
し

い
想
像
で
あ
る（

14
）

。

　
ま
た
、
一
部
の
人
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
同
じ
「
三
鷹
」
の
「
禅
林
寺
」

に
は
も
う
一
人
の
文
豪
森
鷗
外
の
墓
も
あ
り
、
太
宰
治
の
墓
と
斜
め
に
向
か
い

合
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
桜
桃
忌
関
連
記
事
の
中
に
は
、
森
鷗
外
の
こ
と

も
時
お
り
触
れ
ら
れ
て
い
る
。「
昨
年
よ
り
百
人
も
ふ
え
白
百
合
や
菊
の
花
が

供
え
ら
れ
た
墓
の
ま
わ
り
を
ぐ
る
っ
と
と
り
ま
き
、
真
向
か
い
に
あ
る
森
鷗
外

の
墓
石
が
み
え
な
い
ほ
ど
。

（
15
）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
豪
森
鷗
外
の
墓
の
寂
し
さ

と
は
対
照
的
な
、
桜
桃
忌
の
際
の
太
宰
治
の
人
気
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

心
中
と
関
連
付
け
ら
れ
る
「
桜
桃
忌
」

　「
玉
川
上
水
」、「
入
水
」、「
遺
体
」
と
い
う
名
詞
が
、
表
一
に
出
現
し
た
こ

と
は
、
三
紙
が
「
桜
桃
忌
」
に
関
す
る
報
道
を
行
う
際
に
、
と
も
に
よ
く
太
宰

治
の
「
玉
川
上
水
」
で
の
入
水
自
殺
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
下
記
の
よ
う
な
言
説
が
散
見
さ
れ
る
。

　
今
年
の
「
桜
桃
忌
」
は
四
十
四
回
目
。
一
九
四
八
年
の
こ
の
日
、
太
宰

と
愛
人
・
山
崎
富
栄
さ
ん
の
遺
体
が
、
東
京
・
三
鷹
の
玉
川
上
水
で
、
発

見
さ
れ
た
。
二
人
の
死
は
そ
の
後
、
情
死
説
や
無
理
心
中
説
な
ど
様
々
に

論
じ
ら
れ
て
き
た（

16
）

。

　
周
知
の
と
お
り
、
太
宰
治
は
、
戦
争
未
亡
人
の
山
崎
富
栄
と
と
も
に
「
玉
川

上
水
」
で
入
水
し
、
亡
く
な
っ
た
。
川
崎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
二
人
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
一
九
四
八
年
の
六
月
十
三
日
か
ら
、
新
聞
で
は
連
日
そ
の
失
踪

が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
た
。
そ
し
て
葬
儀
が

終
わ
り
、
七
月
に
入
り
、
舞
台
は
雑
誌
に
移
る
。
週
刊
誌
や
文
芸
雑
誌
な
ど
が

追
い
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
情
死
の
あ
り
方
の
是
非
に
つ
い
て
議
論
し
た

と
い
う
（
川
崎
　
二
〇
〇
五
）。
そ
れ
に
つ
い
て
、
川
崎
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
視
点
か
ら
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。

　
桜
桃
忌
関
連
報
道
に
お
け
る
太
宰
治
「
玉
川
上
水
」「
入
水
」
心
中
へ
の
言

及
は
、
情
死
報
道（

17
）

の
延
長
線
に
あ
る
報
道
と
み
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
命
日
に
太
宰
治
を
し
の
ぶ
「
桜
桃
忌
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
関
す

る
報
道
の
中
で
太
宰
治
の
情
死
に
触
れ
る
必
要
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
と
、
筆

者
は
ま
ず
疑
問
に
思
う
。

　
一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
川
崎
（
二
〇
〇
五
）
の
情
死
報
道
調
査
に
よ
る

と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
合
い
に
お
け
る
作
家
・
太
宰
治
に
関
す

る
認
知
度
は
、
情
死
報
道
を
さ
か
い
に
飛
躍
的
に
広
が
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

情
死
報
道
を
き
っ
か
け
と
し
て
太
宰
治
の
名
は
、
文
化
消
費
者
で
あ
る
大
衆
に

広
く
ゆ
き
わ
た
り
、
第
一
次
太
宰
ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る（

18
）

。
と
な
る
と
、
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後
年
の
情
死
報
道
の
延
長
線
上
の
太
宰
治
「
玉
川
上
水
」
入
水
心
中
へ
の
言
及

も
、
新
聞
購
読
者
の
好
奇
心
を
あ
お
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　「
受
容
史
と
し
て
、
批
評
家
・
研
究
者
を
含
め
読
者
に
受
容
さ
れ
消
費
さ
れ

る
過
程
で
、
情
死
報
道
が
太
宰
文
学
の
声
価
を
あ
る
程
度
方
向
づ
け
た
り
、
な

に
が
し
か
は
た
ら
き
か
け
た
こ
と
を
無
視
は
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
現
在
の
読

者
に
と
っ
て
は
、
太
宰
治
情
死
報
道
を
洗
い
直
す
こ
と
は
、
太
宰
研
究
に
お
け

る
脱
神
話
化
も
し
く
は
歴
史
的
相
対
化
の
一
環
と
し
て
、
興
味
深
い
仕
事
で
あ

る
」（
川
崎
　
二
〇
〇
五
：
一
一
四
）
と
、
川
崎
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を

逆
手
に
取
れ
ば
、
桜
桃
忌
関
連
報
道
の
中
で
太
宰
「
玉
川
上
水
」「
入
水
」
心

中
へ
の
言
及
は
、
い
ま
だ
に
太
宰
の
「
神
話
性
」
を
織
り
成
し
て
い
る
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

大
勢
の
女
性
「
フ
ァ
ン
」
が
訪
れ
る
「
桜
桃
忌
」

　「
フ
ァ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
表
一
の
中
で
非
常
に
突
出
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
桜
桃
忌
関
連
報
道
の
中
で
、
桜
桃
忌
に
訪
れ
る
太
宰

「
フ
ァ
ン
」
の
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
も
の
と
し
て
報
道
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
三
鷹
桜
桃
忌
当
日
の
模
様
を
報
道
す
る
記
事
の
中

で
は
、
太
宰
「
フ
ァ
ン
」
へ
の
言
及
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
記
事
の
中
で
、

三
鷹
「
桜
桃
忌
」
の
太
宰
「
フ
ァ
ン
」
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
一
件
ず
つ
記
事
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
朝
日
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』、

『
毎
日
新
聞
』
の
中
で
、
三
鷹
「
桜
桃
忌
」
に
参
加
し
た
太
宰
「
フ
ァ
ン
」
に

つ
い
て
言
及
し
た
記
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
五
件
、
四
十
七
件
、
二
十
九
件

あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
年
齢
層
か
ら
み
れ
ば
、「
故
人
と
交
際
の
深
か
っ
た
評
論
家
亀
井
勝

一
郎
、
作
家
壇
一
雄
両
氏
ら
に
若
い
太
宰
フ
ァ
ン
ら
約
二
百
人
が
集
ま
っ
た（

19
）

」

と
あ
る
よ
う
に
、
特
に
『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
で
は
、
若
者
が
多
い
と
、

報
道
さ
れ
て
い
る
（「
フ
ァ
ン
」
に
言
及
す
る
記
事
全
体
の
約
四
九
％
、
四
八
％
を

占
め
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、「
青
春
の
文
学
」「
本
好
き
な
ら
誰
も

が
一
度
は
通
る
道
、
青
春
の
は
し
か
」
な
ど
、
世
の
中
に
流
通
す
る
太
宰
神
話（

20
）

を
助
長
す
る
。

　
次
に
、
性
別
か
ら
み
る
と
、「
こ
と
し
も
若
い
女
性
フ
ァ
ン
ら
六
百
人
が
集

ま
り
、
太
宰
を
し
の
び
、
熱
っ
ぽ
く
太
宰
文
学
を
論
じ
て
い
た（

21
）

」、「
フ
ァ
ン
の

大
半
は
若
い
女
性
で
、
墓
前
に
列
を
作
り
、
太
宰
の
好
物
だ
っ
た
酒
や
た
ば
こ

を
供
え
て
い
た（

22
）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
女
性
フ
ァ
ン
が
愛
す
る
男
性
作
家
と
い
う

構
図
が
、
特
に
『
読
売
新
聞
』
と
『
毎
日
新
聞
』
の
報
道
か
ら
見
て
取
れ
る

（「
フ
ァ
ン
」
に
言
及
す
る
記
事
全
体
の
約
四
七
％
、
三
五
％
を
占
め
て
い
る
）。
周

知
の
と
お
り
、
太
宰
は
、
二
度
に
わ
た
る
結
婚
、
カ
フ
ェ
の
女
給
田
部
シ
メ
子

と
の
心
中
未
遂
事
件
、
山
崎
富
栄
と
の
情
死
な
ど
、
数
々
の
女
性
と
か
か
わ
り

な
が
ら
、
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
送
っ
た
。
こ
う
し
た
多
く
の
女
性
に
愛
さ
れ

る
と
い
う
理
想
化
さ
れ
た
太
宰
治
の
幻
影
は
、
桜
桃
忌
関
連
報
道
の
中
で
女
性

フ
ァ
ン
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
く
。

　
ま
た
、「
桜
桃
忌
に
フ
ァ
ン
千
人（

23
）

」
と
い
う
見
出
し
の
よ
う
に
、
数
字
を
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も
っ
て
、
ま
た
は
「
大
勢
」、「
多
く
」
と
い
っ
た
言
葉
で
フ
ァ
ン
の
数
の
多
さ

を
、
ま
た
は
「
墓
前
に
は
、
未
亡
人
の
津
島
美
知
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
生
前
ゆ

か
り
の
深
い
作
家
檀
一
雄
、
伊
馬
春
部
氏
ら
が
並
び
雨
の
中
に
静
か
な
読
経
の

声
が
流
れ
た
が
、
墓
地
は
約
五
百
人
の
「
フ
ァ
ン
」
の
カ
サ
で
い
っ
ぱ
い
。
朝

六
時
ご
ろ
か
ら
新
潟
県
や
群
馬
県
か
ら
上
京
し
て
き
た
人
、
学
生
た
ち
、
こ
の

う
ち
女
性
が
七
割
近
く
も
し
め
、
近
ご
ろ
の
「
太
宰
ブ
ー
ム
」
を
見
せ
て
い

た（
24
）

」
と
あ
る
よ
う
に
、「
早
朝
」
か
ら
「
全
国
」
か
ら
「
駆
け
つ
け
た
」「
つ
め

か
け
た
」
と
い
っ
た
言
葉
で
、
フ
ァ
ン
の
熱
狂
ぶ
り
を
強
調
す
る
記
事
も
、
そ

れ
ぞ
れ
、
約
八
〇
％
、
八
九
％
、
九
三
％
を
占
め
て
い
る
。

　
前
述
の
調
査
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
若
い
人
が
桜
桃
忌
に
現
れ
て
か
ら
、
三

紙
は
、
そ
こ
に
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
を
見
出
し
、
桜
桃
忌
に
関
す
る
報
道
を

始
め
た
、
あ
る
い
は
再
開
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
新

聞
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
よ
う
に
桜
桃
忌
の
こ
と
に
触
れ
、
関
連
記
事
の
中
で
、

「
作
家
」「
太
宰
治
」
の
「
命
日
」「
六
月
」「
十
九
日
」
に
「
東
京
」「
三
鷹
」

「
禅
林
寺
」
で
「
行
う
」・「
開
く
」「
桜
桃
忌
」、「
玉
川
上
水
」
で
の
「
入
水
」

心
中
と
関
連
付
け
ら
れ
る
「
桜
桃
忌
」、
大
勢
の
熱
烈
な
若
い
・
女
性
「
フ
ァ

ン
」
が
訪
れ
る
「
桜
桃
忌
」
像
を
広
報
し
た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
と
は
い
え
、

こ
の
報
道
に
よ
り
、
魅
力
的
な
太
宰
治
と
桜
桃
忌
の
こ
と
が
伝
わ
り
、
情
報
が

広
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
、
桜
桃
忌
の
参
加

者
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
逆
に
新
聞

メ
デ
ィ
ア
の
桜
桃
忌
報
道
を
促
す
に
至
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
社
会
的
出
来
事

―
ニ
ュ
ー
ス
―
社
会
レ
ベ
ル
で
の
認
知
・
態
度
・
行
動
―
社
会
的
出
来
事
」
の

循
環
の
中
で
、
太
宰
治
の
「
神
話
性
」
が
織
り
成
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

四
　
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
「
現
実
」
の
編
集

 （
一
）『
桜
桃
忌
の
三
十
三
年
』
と
の
比
較
か
ら
み
て

カ
リ
ス
マ
に
群
が
る
「
フ
ァ
ン
」

　
前
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
若
い
太
宰
フ
ァ
ン
ら
約
二
百
人
が
集
ま
っ
た（

25
）

」

「
太
宰
文
学
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
の
男
女
大
学
生
、
高
校
生
ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
参

拝
、
季
節
の
花
を
た
む
け
た（

26
）

」
な
ど
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
桜
桃
忌
に

訪
れ
た
者
を
「
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
言
説
が
非
常
に
目
立
つ
。

　
一
方
、
桂
英
澄
は
、「
昭
和
四
十
一
年
〔
一
九
六
六
年
〕
の
桜
桃
忌
に
は
、
男

女
の
若
も
の
た
ち
約
五
百
人
が
つ
め
か
け
た
」（
一
九
八
一
：
六
八
）
な
ど
、
終

始
、
桜
桃
忌
に
訪
れ
た
者
を
「
青
年
」
や
「
若
者
」
な
ど
と
呼
び
、「
フ
ァ
ン
」

と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
か
っ
た
。

　
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
桜
桃
忌
参
加
者
を
「
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
、
意
味
す

る
の
は
何
か
。
周
知
の
と
お
り
、
言
葉
に
よ
る
名
づ
け
行
為
に
は
、
必
然
的
に

あ
る
種
の
権
力
作
用
が
伴
う
。
人
々
の
認
識
や
思
考
が
制
約
さ
れ
、
一
定
の
方

向
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
参
加
者
を
「
フ
ァ
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ン
」
と
名
づ
け
る
こ
と
も
、
同
様
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る（
27
）

。
　
そ
れ
で
は
、
桜
桃
忌
参
加
者
を
「
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
新
聞
購
読
者

の
認
識
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
桜
桃
忌
関
連
報
道
の
中
で
、

桜
桃
忌
参
加
者
を
「
フ
ァ
ン
」
と
呼
び
、
そ
し
て
そ
の
熱
狂
ぶ
り
を
大
い
に
宣

伝
す
る
言
説
に
よ
り
、
購
読
者
は
、
応
援
・
愛
好
の
対
象
で
あ
る
太
宰
治
に
対

し
て
、
カ
リ
ス
マ
的
な
魅
力
を
発
す
る
ス
タ
ー
作
家
と
し
て
の
「
太
宰
治
」
を

想
起
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
石
田
佐
恵
子
に
よ
れ
ば
、「
日
常
的
に
用
い

ら
れ
る
「
カ
リ
ス
マ
」
と
い
う
言
葉
は
、「
何
ら
か
の
特
別
な
才
能
を
持
つ
が

ゆ
え
に
、
特
別
に
他
者
を
惹
き
つ
け
る
個
人
」
を
指
す
場
合
が
多
い
と
い
う
わ

け
で
あ
る
」（
石
田
　
一
九
九
八
：
五
四
）
と
い
う
。
本
稿
で
い
う
「
カ
リ
ス
マ
」

は
、
ま
さ
に
こ
の
通
俗
的
な
用
法
で
あ
る
。

　
実
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
桜
桃
忌
関
連
報
道
の
中
で
、
下
記
の
よ
う
に
、
実

際
に
「
カ
リ
ス
マ
」
や
「
ス
タ
ー
」
と
い
う
非
常
に
人
の
心
を
あ
お
る
言
葉
で

太
宰
治
を
評
価
す
る
言
説
も
み
ら
れ
る
。

　
六
月
十
九
日
は
小
説
家
・
太
宰
治
の
命
日
「
桜
桃
忌
」。
太
宰
を
し
の
び
、

東
京
・
三
鷹
の
禅
林
寺
に
は
毎
年
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
時
を
超
え
て

な
お
、
読
者
を
惹ひ

き
つ
け
、
読
み
継
が
れ
、
関
心
を
持
た
れ
る
カ
リ
ス
マ

性
。
太
宰
に
動
か
さ
れ
て
い
る
人
々
が
い
た（

28
）

。

　
太
宰
は
青
森
の
資
産
家
の
息
子
で
、
三
十
九
年
の
生
し
ょ
う
が
い涯

を
駆か

け
抜
け
た

文
学
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー（

29
）

。

　
こ
こ
で
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
、
桜
桃
忌
を
単
に
伝
え
、
描
写
す
る
、
透
明
な

媒
体
な
ど
で
は
な
く
、
参
加
者
を
「
フ
ァ
ン
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、「
カ

リ
ス
マ
的
ス
タ
ー
作
家
太
宰
治
」
と
い
う
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
を
持
つ
空
間
と

し
て
も
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

桜
桃
忌
参
加
者
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔

　
と
こ
ろ
が
、
桂
英
澄
の
『
桜
桃
忌
の
三
十
三
年
』
に
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が

ほ
と
ん
ど
語
ら
な
か
っ
た
桜
桃
忌
参
加
者
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
が
見
ら
れ
る
。

　「
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
お
飲
み
下
さ
い
」
と
亀
井
氏
が
声
を
か
け
る
と
、

大
舟
に
乗
っ
た
気
で
茶
碗
酒
の
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
た
男
の
学
生
た
ち
に
は
、

す
っ
か
り
酔
い
が
ま
わ
っ
て
や
た
ら
に
議
論
を
吹
き
か
け
、
し
つ
こ
く
か

ら
む
の
も
い
る
。（
中
略
）
酔
っ
て
取
っ
組
み
あ
っ
て
襖
を
破
っ
た
若
も

の
が
い
て
（
後
略
）。（
桂
　
一
九
八
一
：
五
〇
〜
五
二
）

　
桜
桃
忌
も
騒
々
し
い
一
時
期
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
が
、（
中
略
）

　
ま
た
、
あ
る
年
、
一
人
の
青
年
が
立
ち
上
が
っ
て
、

　「
太
宰
治
は
、
共
産
党
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て
い
た
の
か
？
」
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と
い
う
質
問
を
発
し
た
。
す
る
と
別
の
青
年
が
す
ぐ
立
ち
上
が
り
、
桜

桃
忌
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
論
争
を
は
じ
め
た
。
後
で
訊
く
と
、
全
学
連

の
主
流
派
と
反
主
流
派
で
、
桜
桃
忌
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ
と
い
っ
て
押
し
か

け
た
の
だ
が
、
内
輪
も
め
を
は
じ
め
た
も
の
ら
し
か
っ
た
。（
桂
　

一
九
八
一
：
五
二
〜
五
四
）

　
青
年
た
ち
の
な
か
に
は
、
桜
桃
忌
を
否
定
し
嫌
悪
す
る
よ
う
な
発
言
を

す
る
も
の
が
、
か
な
ら
ず
し
も
珍
し
く
な
い
。

　
五
十
一
年
〔
一
九
七
六
年
〕
の
桜
桃
忌
の
と
き
の
こ
と
だ
が
、

　「
こ
う
い
う
会
に
集
ま
る
よ
う
な
も
の
は
志
が
低
い
」

　
と
つ
ぜ
ん
、
そ
う
言
い
出
し
た
青
年
が
い
た
。

　「
故
人
の
思
い
出
な
ん
か
聞
い
て
も
、
文
学
の
理
解
に
は
、
な
ん
の
役

に
も
た
た
な
い
」

　
桜
桃
忌
へ
の
反
撥
を
、
ひ
と
り
敢
然
と
表
明
す
る
ふ
う
だ
が
、

　「
役
立
た
な
い
と
思
う
な
ら
来
な
け
り
ゃ
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

　「
志
が
低
い
と
は
な
ん
だ
。
お
前
は
高
い
の
か
」

　
た
ち
ま
ち
周
囲
か
ら
袋
叩
き
に
あ
っ
て
、
け
っ
き
ょ
く
要
領
を
得
ず
、

半
泣
き
の
よ
う
に
立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
。（
桂
　
一
九
八
一
：
一
一
三

〜
一
一
四
）

　
す
な
わ
ち
、
実
際
の
桜
桃
忌
参
加
者
に
は
、
政
治
的
な
動
機
を
も
っ
た
学
生

活
動
家
や
桜
桃
忌
に
反
発
を
覚
え
た
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
節
の
テ

キ
ス
ト
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
語
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど

敬
虔
で
誠
実
な
太
宰
信
者
で
あ
っ
た
。
報
道
の
量
か
ら
み
て
も
、
一
九
四
九
年

か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
の
間
、
三
紙
の
中
で
、『
桜
桃
忌
の
三
十
三
年
』
か
ら

わ
か
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
顔
を
持
つ
参
加
者
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
事
は
、

た
っ
た
一
件
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
複
雑
な
「
現
実
」
を
、

単
純
な
物
語
に
つ
く
り
か
え
て
し
ま
う
、
新
聞
と
い
う
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
編
集

力
が
見
て
取
れ
る
。

 （
二
）
雑
誌
の
桜
桃
忌
関
連
記
事
と
の
比
較
か
ら
み
て

　
雑
誌
の
桜
桃
忌
関
連
記
事
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
に
「
太
宰
治
の
フ
ァ
ン
の

集
い
は
ご
く
ラ
イ
ト
化
さ
れ
て
い
た
」（『
散
歩
の
達
人
』
二
〇
〇
六
年
八
月
）
と

い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
神
田
ぱ
ん
と
い
う
執
筆
者
の
個
人
的
な
視
点
か

ら
桜
桃
忌
に
参
加
し
た
感
想
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
お
坊
さ
ん
が
現
れ
読
経
が
始
ま
っ
た
。
か
と
思
っ

た
ら
、五
分
も
経
た
ぬ
う
ち
に
終
わ
っ
た
。
へ
っ
。
こ
ん
だ
け
？
？
　
も
っ

と
「
フ
ァ
ン
の
集
い
」
み
た
い
な
熱
い
も
の
を
想
像
し
て
た
の
に
、
拍
子

抜
け
だ
。

（
中
略
）

　
第
五
十
九
回
桜
桃
忌
は
あ
っ
さ
り
終
了
し
た
。
あ
ま
り
の
ラ
イ
ト
化
で
、
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私
の
よ
う
に
文
学
的
桜
桃
忌
を
期
待
し
て
い
た
人
は
が
っ
か
り
し
た
の
で

は
？

　
神
田
は
、
初
め
て
桜
桃
忌
に
参
加
し
た
の
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
の
期
待
に
、
か

え
っ
て
が
っ
か
り
し
た
。
し
か
し
、
神
田
の
こ
の
よ
う
な
期
待
、「
フ
ァ
ン
の

集
い
」
の
よ
う
な
熱
い
も
の
へ
の
想
像
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

魅
力
的
な
桜
桃
忌
に
つ
い
て
宣
伝
す
る
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
同
じ
く
二
〇
〇
六
年
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
桜
桃
忌
報
道
を
概
観
す
る
。

　
十
九
日
は
作
家
、
太
宰
治
の
命
日
「
桜
桃
忌
」。
太
宰
が
眠
る
三
鷹
市

の
禅
林
寺
に
は
今
年
も
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
色
と
り
ど
り
の
生
花
や

サ
ク
ラ
ン
ボ
が
供
え
ら
れ
た
墓
前
で
手
を
合
わ
せ
た
。

　
読
経
の
際
に
は
、
百
人
以
上
が
集
ま
り
、
太
宰
を
し
の
ん
だ
。
大
学
時

代
に
太
宰
作
品
に
接
し
た
中
野
区
の
佐
藤
哲
彦
さ
ん
（
三
六
）
は
、
今
回

初
め
て
参
加
し
た
。
昨
秋
、
会
社
を
辞
め
た
際
、
思
い
立
っ
て
太
宰
ゆ
か

り
の
青
森
、
甲
府
な
ど
を
旅
し
て
歩
い
た
。「
暗
い
話
で
も
、
ど
こ
か
ふ

ざ
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
が
魅
力
」
だ
と
い
う
。
好
き
な
作
品
は
「
畜
犬

談
」。

　
太
宰
が
好
き
だ
っ
た
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
」
を
軽
く
く
ゆ
ら
す
と
、

そ
の
ま
ま
墓
前
に
供
え
、
合
掌
し
た（

30
）

。

　
相
変
わ
ら
ず
、
魅
力
的
で
、
大
勢
の
敬
虔
な
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
桜
桃
忌
を
報

道
し
て
い
る
。
神
田
の
こ
の
記
事
に
よ
り
、「
桜
桃
忌
」
と
い
う
表
象
が
新
聞

メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
表
現
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
し
て
桜
桃
忌
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
多
く
の
人
が
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
通
し
て
「
桜
桃
忌
」
を
認
識
し
、
内
面
化
し
て
い
る
。
同
じ
桜
桃
忌

で
あ
る
も
の
の
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
神
田
の
感
想
と
食
い
違
う
、
上
述
の
新

聞
報
道
に
お
け
る
「
桜
桃
忌
」
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
述
す
る

が
太
宰
治
の
神
話
性
を
保
つ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
　
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
桜
桃
忌
報
道
と
太
宰
神
話
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス

　
そ
れ
で
は
、
様
々
な
参
加
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
で

語
ら
れ
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
敬
虔
で
誠
実
な
太
宰
信
者
で
あ
っ
た
の
は
、
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
な
ぜ
三
節
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
の
よ
う
に
物

語
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
ど
ん
な
力
学
が
働
い
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
三
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
勢
の
若
い
人
が
桜
桃
忌
に

現
れ
、
社
会
現
象
と
な
っ
た
こ
と
に
、
三
紙
が
ニ
ュ
ー
ス
・
バ
リ
ュ
ー
を
見
出

し
、
桜
桃
忌
に
関
す
る
報
道
の
契
機
と
な
っ
た
。
当
時
、
一
九
六
〇
年
前
後
は
、

色
川
大
吉
の
著
書
『
若
者
が
主
役
だ
っ
た
こ
ろ
―
―
わ
が
六
十
年
代
』

（
二
〇
〇
八
年
）
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
若
者
た
ち
が
歴
史
の
前
面
に
顔
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を
出
し
て
主
役
を
演
じ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
六
〇
年
代
に
お
け
る
若
者
は
、

そ
れ
だ
け
で
新
聞
に
と
っ
て
報
道
価
値
の
あ
る
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

敬
虔
な
太
宰
信
者
が
ニ
ュ
ー
ス
の
物
語
と
ち
ょ
う
ど
適
合
し
た
の
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
原
因
は
、
社
会
の
公
共
機
関
と
い
う
新
聞
メ
デ
ィ
ア

の
性
質
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
学
作
品
を
創
っ
た
作
家
（
没
後
）
に
関
す

る
新
聞
の
報
道
態
度
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
無
名
で
あ
る
作

家
は
、
通
常
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
、
も
し

く
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
作
家
は
「
沈
黙
の
空
間
」
に
位
置
す
る（

31
）

。
こ
の
空
間

に
お
い
て
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
無
名
の
作
家
を
無
視
し
て
い
る
。
次
に
、

没
後
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
常
に
露
出
さ
れ
る
作
家
は
、
文
学
史
に
一
定
の
地
位

を
占
め
、
文
学
研
究
家
、
評
論
家
な
ど
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
者
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
作
家
は
「
合
意
の
空
間
」
に
位
置
す
る
。
こ
の

空
間
に
お
け
る
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
役
割
は
、
作
家
の
神
話
性
を
支
持
し
、

称
賛
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
作
家
の
神
話
性
を
揺
が
す
言
説
は
、
新
聞

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
り
、
公
的
な
場
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
無
名
で

あ
っ
た
が
、
様
々
な
き
っ
か
け
で
作
品
が
見
直
さ
れ
、
再
評
価
さ
れ
る
作
家
も

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
普
通
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

正
当
な
論
争
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
作
家
は
、
再
評
価
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
に

よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
直
接
「
沈
黙
の
空
間
」
か
ら

「
合
意
の
空
間
」
に
入
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
作
家
が
高
く

評
価
さ
れ
、
作
品
が
カ
ノ
ン
と
な
っ
た
後
、
作
家
の
「
神
話
性
」
へ
の
疑
義
は
、

通
常
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
公
的
な
場
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
、
生
前
無
名
で
あ
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
「
有
名
」
に
な
っ
た

作
家
も
い
る
。
た
と
え
ば
、「
生
前
は
一
介
の
地
方
詩
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
賢

治
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
乗
っ
て
国
民
的
な
偉
人
へ
と
変
貌
し
て
い
く

そ
の
宣
伝
・
認
知
の
過
程
を
追
跡
し
た
」（
二
〇
〇
三
：
八
）
米
村
は
、
宮
沢
賢

治
没
後
の
一
九
三
三
年
か
ら
賢
治
の
伝
記
が
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
一
九
五
一

年
を
目
安
に
、
十
数
年
間
『
岩
手
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
賢
治
関
係
記
事
が

二
五
〇
点
を
超
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
岩
手
日
報
』
が
無
名
だ
っ
た
賢
治
の

紹
介
役
と
し
て
、
特
に
賢
治
全
集
販
売
促
進
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
太
宰
治
の
場
合
、
少
々
複
雑
で
あ
る
。
滝
口
（
二
〇
〇
九
、 

二
〇
一
六
）
に

よ
る
と
、
一
九
四
八
年
の
情
死
報
道
で
第
一
次
太
宰
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
太
宰
死
後
、
時
の
流
れ
と
と
も

に
沈
静
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、『
読
売
新
聞
』
は
第
一

回
と
第
二
回
桜
桃
忌
、『
毎
日
新
聞
』
は
第
四
回
桜
桃
忌
に
つ
い
て
報
道
し
た
。

情
死
報
道
の
余
波
か
、
こ
の
時
期
の
関
連
記
事
の
中
で
、
太
宰
が
「
合
意
の
空

間
」
に
入
っ
た
後
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
美
知
子
夫
人
や
太
宰
の
長
女
園
子

へ
の
言
及
が
目
立
つ
。
そ
の
後
、
ブ
ー
ム
が
沈
静
化
す
る
に
つ
れ
て
、
桜
桃
忌

関
連
報
道
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
太
宰
は

新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
無
視
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
一
九
五
五
年
か
ら
筑
摩
書
房
版
の
『
太
宰
治
全
集
』
が
刊
行
さ
れ

る
と
、
第
二
次
の
太
宰
ブ
ー
ム
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
が
起
こ
っ
た
と
い
う

（
滝
口
　
二
〇
〇
九
）。
ま
た
、
教
科
書
図
書
館
「
東
書
文
庫
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
32
）

と
『
教
科
書
掲
載
作
品
　
小
・
中
学
校
編
』『
教
科
書
掲
載
作
品13000

』

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
太
宰
作
品
で
中
学
校
教
科
書
に
最
初
に
採
用
さ
れ
た
の

が
一
九
五
六
年
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」（「
国
語
総
合
編 

中
学
校
二
年
上
」
中
教
出

版
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
五
年
ま
で
に
通
算
で
八
社
十
二
種
の
教
科
書

に
採
録
さ
れ
た
（
付
録
一
参
照
）。
高
校
教
科
書
に
最
初
に
採
用
さ
れ
た
の
は

一
九
五
七
年
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」（「
国
語
二
」「
近
代
の
小
説
」
秀
英
出
版
）
で
、

一
九
六
五
年
ま
で
に
「
富
嶽
百
景
」
な
ど
を
含
め
、
通
算
で
八
社
十
四
種
の
教

科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
三
年
に
『
國
文
學
―
―
解
釈
と

教
材
の
研
究
』
四
月
号
に
よ
る
初
め
て
の
太
宰
治
特
集
号
「
太
宰
治
に
お
け
る

人
間
と
風
土
」
も
組
ま
れ
た
時
期
、
つ
ま
り
六
〇
年
代
前
後
か
ら
太
宰
治
は
文

学
史
に
一
定
の
地
位
を
占
め
る
存
在
と
な
り
、「
合
意
の
空
間
」
に
入
っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
空
間
に
お
い
て
、
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
役
割
は
合
意
さ
れ

た
価
値
＝
太
宰
の
「
神
話
性
」
を
支
持
し
、
賞
賛
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し

て
太
宰
の
「
神
話
性
」
を
揺
る
が
す
言
説
が
通
常
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
公
的
な
場
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る（

33
）

。

　
こ
の
よ
う
に
、
桜
桃
忌
関
連
記
事
の
中
で
、
太
宰
の
「
神
話
性
」
に
都
合
の

悪
い
社
会
的
事
象
が
無
視
、
あ
る
い
は
排
除
さ
れ
る
一
方
で
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア

に
よ
っ
て
大
い
に
語
ら
れ
た
の
は
、
太
宰
「
神
話
性
」
の
生
成
と
発
展
に
有
利

な
（
ア
）「
作
家
」「
太
宰
治
」
の
「
命
日
」「
六
月
」「
十
九
日
」
に
「
東
京
」

「
三
鷹
」「
禅
林
寺
」
で
「
行
う
」・「
開
く
」「
桜
桃
忌
」、（
イ
）「
玉
川
上
水
」

で
の
「
入
水
」
心
中
と
関
連
付
け
ら
れ
る
「
桜
桃
忌
」、（
ウ
）
大
勢
の
熱
烈
な

若
い
・
女
性
「
フ
ァ
ン
」
が
訪
れ
る
「
桜
桃
忌
」
な
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
雑

誌
は
、
公
共
機
関
で
は
な
い
た
め
、「
太
宰
治
の
フ
ァ
ン
の
集
い
は
ご
く
ラ
イ

ト
化
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
記
事
の
掲
載
が
可
能
で
あ
る
。
新
聞
で
は
書
け
な

い
こ
と
、
あ
る
い
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
書
く
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
。

『
桜
桃
忌
の
三
十
三
年
』
も
同
様
で
あ
る
。

　
な
お
、
太
宰
治
の
「
有
名
性
」
に
教
科
書
が
与
え
る
影
響
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
付
録
一
の
示
す
と
お
り
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は
六
〇
年
代
か
ら
中
学
校

教
科
書
の
定
番
教
材
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
走
れ
メ
ロ
ス
」
以
外

に
、「
富
嶽
百
景
」『
津
軽
』
な
ど
も
高
校
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
前
述
の
ネ
ッ
ト
エ
イ
ジ
ア
株
式
会
社
の
「『
太
宰
治
』
に
関
す
る
調
査

（
太
宰
治
生
誕
百
周
年
記
念
調
査
）」
で
は
、「
太
宰
治
」
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
と
回
答
し
た
三
四
二
人
に
、
ど
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
を
複

数
回
答
形
式
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
約
九
二
％
が
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
読
ん
だ
と

回
答
し
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
太
宰
治
の
「
有
名
性
」
に
は
教
科
書
と
の
関

係
も
多
大
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
別
稿
を
著
す
予
定
で
あ
る
。
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注（
1
）  
川
崎
賢
子
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
八
月
現
在
で
、
占
領
期
雑
誌
記
事
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
現
二
十
世
紀
メ
デ
ィ
ア
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
検
索
を
こ
こ
ろ
み
る
な
ら
、

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で
の
間
に
、
記
事
タ
イ
ト
ル
「
太
宰
」
で
ヒ
ッ
ト
す

る
も
の
（
記
事
タ
イ
ト
ル
・
小
見
出
し
等
に
「
太
宰
」
を
含
む
も
の
）
は
四
一
六
件
、

う
ち
「
太
宰
府
」「
太
宰
春
台
」
ほ
か
太
宰
治
関
連
で
は
な
い
記
事
を
除
く
と
三
九
五
件

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
生
前
の
太
宰
に
関
す
る
記
事
は
五
十
二
件
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
時
代
の
寵
児
、「
斜
陽
」
族
を
流
行
語
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
全
資
料

中
「
斜
陽
」
で
ヒ
ッ
ト
す
る
記
事
数
が
六
十
四
件
あ
る
う
ち
、
太
宰
生
前
に
「
斜
陽
」

の
検
索
で
該
当
す
る
関
連
記
事
は
十
二
件
、「
斜
陽
族
」
は
生
前
に
は
ゼ
ロ
、
死
後
に
一

件
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
戦
後
文
学
者
の
間
で
も
と
く
に
「
無
頼
派
」
と
し
て

鳴
ら
し
た
と
現
在
で
は
評
さ
れ
る
の
が
常
だ
が
、
そ
の
「
無
頼
派
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
も
、
太
宰
生
前
に
限
定
し
て
検
索
す
る
な
ら
、
ヒ
ッ
ト
す
る
記
事
は
皆
無
で
あ
る
と

い
う
。

（
2
）  

上
述
は
、
滝
口
明
祥
（
二
〇
〇
九
、 

二
〇
一
六
）
に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）  

滝
口
に
よ
る
と
、
毎
日
新
聞
の
読
書
世
論
調
査
の
中
で
、「
よ
い
と
思
っ
た
本
」
と
い

う
質
問
項
目
で
は
、
一
九
四
九
年
に
は
『
斜
陽
』
が
十
一
位
で
あ
り
、『
人
間
失
格
』
は

上
位
二
十
位
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
五
〇
年
に
は
『
斜
陽
』
も
外
れ
、
以

降
は
太
宰
作
品
が
一
作
も
入
っ
て
い
な
い
状
態
が
何
年
も
続
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
「
好
き
な
著
者
」
と
い
う
一
九
四
九
年
か
ら
設
け
ら
れ
た
質
問
項
目
で
は
、

一
九
四
九
年
に
二
十
位
（
十
九
人
）
に
入
っ
た
だ
け
で
、
一
九
五
〇
年
以
降
、

一
九
五
九
年
に
三
十
四
位
（
二
十
二
人
）
に
入
る
ま
で
太
宰
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
の

で
あ
る
と
い
う
。

（
4
）  

調
査
概
要
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
調
査
）
○
調
査
対
象
…
…
十
五
歳
〜
五
十
九
歳
の
ケ
ー
タ

イ
ユ
ー
ザ
ー
　
○
調
査
地
域
…
…
全
国
　
○
調
査
期
間
…
…
六
月
九
日
〜
六
月
十
日
　

○
回
答
サ
ン
プ
ル
数
…
…
五
五
三
名
（
回
答
者
キ
ャ
リ
ア
内
訳
：
N
T
T
ド
コ
モ

六
〇
・
九
％
、
a
u
二
九
・
五
％
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
九
・
六
％
）　
性
別
：
男
性

四
九
・
二
％
、
女
性
五
〇
・
八
％
　
○
調
査
方
法
…
…
モ
バ
イ
ル
リ
サ
ー
チ
（
三
キ
ャ

リ
ア
）。
ネ
ッ
ト
エ
イ
ジ
ア
リ
サ
ー
チ
「「
太
宰
治
」
に
関
す
る
調
査
（
太
宰
治
生
誕

1
0
0
周
年
記
念
調
査
）
〜
「
太
宰
が
好
き
」
10
代
女
性
54
％
〜
」（http://w

w
w

 

.m
obile-research.jp/investigation/research_date_090612.htm

l

）
参
照
。

（
5
）  

「﹇
没
後
五
十
年
・
太
宰
治
の
世
界
﹈（
上
）
苦
悩
？
演
技
？
揺
れ
る
「
読
み
」（
連
載
）」

『
読
売
新
聞
』
一
九
九
八
年
六
月
八
日
夕
刊
。

（
6
）  

「
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』：
一
〇
六
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
九
月
十
九
日
朝
刊
。

（
7
）  

日
本
新
聞
協
会
「
日
本
新
聞
年
鑑
」
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
新
聞
の
発
行
部
数
は
、

一
九
四
八
年
に
一
九
三
四
万
部
（
朝
夕
刊
計
、
以
下
同
）、
一
九
五
六
年
に
二
三
四
九
万

部
、
一
九
六
五
年
に
二
九
七
八
万
部
、
一
九
九
九
年
に
五
三
七
六
万
部
ま
で
伸
び
た
。

新
聞
は
、
こ
れ
ま
で
ラ
ジ
オ
（
一
九
二
五
年
放
送
開
始
）、
テ
レ
ビ
（
一
九
五
三
年
放
送

開
始
）
と
い
っ
た
他
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
・
普
及
が
あ
っ
て
も
、
発
行
部
数
は
ま
っ

た
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
っ
た
（
橋
元
　
二
〇
一
一
）。

一
九
九
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
発
行
部
数
は
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
に
は

ま
だ
四
四
二
五
万
部
の
発
行
部
数
を
有
す
る
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

（
8
）  

「
十
九
年
目
の
桜
桃
忌
　
太
宰
治
に
語
る
　
鎮
魂
の
ド
ラ
マ
／
伊
馬
春
部
」『
読
売
新

聞
』
一
九
六
七
年
六
月
十
七
日
夕
刊
。

（
9
）  

「
美
空
ひ
ば
り
し
て
る
マ
ス
コ
ミ
の
悼
み
方
（
先
週
今
週
・
社
会
）」『
A
E
R
A
』

一
九
九
〇
年
七
月
三
日
。

（
10
）  

た
だ
、
桜
桃
忌
に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
て
も
、
数
件
の
短
い
情
報
を
ま
と
め
て
伝
え

る
形
式
の
「
週
末
情
報
」
や
、「
ふ
る
さ
と
発
」
な
ど
は
分
析
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
ま

た
桜
桃
忌
と
い
う
こ
と
ば
が
季
語
と
し
て
現
れ
る
俳
句
や
和
歌
を
ま
と
め
た
も
の
、
記

事
数
が
少
な
い
山
梨
桜
桃
忌
を
は
じ
め
と
す
る
三
鷹
桜
桃
忌
以
外
の
桜
桃
忌
は
、
す
べ

て
分
析
か
ら
除
外
し
た
。

（
11
）  

樋
口
耕
一
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
の
た
め
の
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
。
詳

細
はK

H
C

oder
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://khc.sourceforge.net/

）
参
照
。

（
12
）  

「〝
太
宰
文
学
〞
し
の
ぶ
桜
桃
忌
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
日
朝
刊
。
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（
13
）  

「
太
宰
の
魅
力
、
時
を
超
え
　
ゆ
か
り
の
三
鷹
で
朗
読
・
演
劇
」『
朝
日
新
聞
』

二
〇
〇
六
年
六
月
十
四
日
夕
刊
。

（
14
）  
「（
天
声
人
語
）
富
士
の
「
弾
丸
登
山
」」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
六
月
十
八
日
朝
刊
。

（
15
）  

「
太
宰
フ
ァ
ン
で
埋
ま
っ
た
〝
桜
桃
忌
〞」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
七
年
六
月
二
十
日
朝

刊
。

（
16
）  

「
44
回
目
の
「
桜
桃
忌
」　
苦
悩
の
生
見
つ
め
る
　
フ
ジ
系
で
六
月
十
九
日
放
送
」『
朝

日
新
聞
』
一
九
九
二
年
五
月
二
十
五
日
夕
刊
。

（
17
）  

川
崎
に
よ
れ
ば
、「
情
死
報
道
は
、
文
学
者
の
枠
を
超
え
、
太
宰
治
の
愛
読
者
と
い
う

枠
を
も
超
え
る
ひ
ろ
が
り
を
持
ち
、
そ
の
論
調
は
た
い
へ
ん
素
朴
に
情
死
事
件
を
太
宰

文
学
の
価
値
評
価
と
結
び
つ
け
た
り
、 
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
死
の
動
機
を
探
っ
た
り
、 

情

死
を
根
拠
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
分
析
・
解
読
し
た
り
し
が
ち
で
あ
っ
た
」（
二
〇
〇
五
：

一
三
一
）
と
い
う
。

（
18
）  

た
と
え
ば
、
延
田
敬
一
郎
は
『
文
学
草
紙
』（
一
九
四
八
年
八
月
）
の
中
で
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。「
太
宰
の
死
が
、
新
聞
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
小
さ
な
町
の
本

屋
で
も
、
に
わ
か
に
太
宰
の
小
説
集
や
、
太
宰
の
文
章
が
載
つ
て
ゐ
る
雑
誌
が
売
れ
だ

し
た
。
三
十
冊
ほ
ど
残
つ
て
ゐ
た
展
望
の
六
月
号
が
ま
た
た
く
間
に
売
れ
た
。
五
冊
ほ

ど
残
つ
て
ゐ
た
彼
の
全
集
の
第
一
回
配
本
の
分
が
、
も
う
、
今
日
は
な
い
」
と
い
う
。

（
19
）  

「〝
太
宰
文
学
〞
し
の
ぶ
桜
桃
忌
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
日
朝
刊
。

（
20
）  

例
え
ば
、
安
藤
宏
は
、
太
宰
文
学
に
関
し
て
、「「
青
春
の
は
し
か
」
と
い
う
言
い
方

も
用
い
ら
れ
る
。
青
春
時
代
に
誰
で
も
一
度
は
太
宰
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

い
つ
ま
で
も
読
ん
で
い
る
の
は
未
成
熟
な
の
で
あ
る
」（
二
〇
〇
二
：
二
二
）
と
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
に
続
き
、「
た
だ
し
こ
の
場
合
も
そ
れ
を
苦
々
し
げ
に
語
る
人
は
、
か
つ
て

熱
狂
的
な
太
宰
の
読
者
で
あ
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
当
時
の
自
分
を
若
気
の
至
り
で

あ
っ
た
と
反
省
し
、
太
宰
へ
の
幻
滅
を
語
る
こ
と
を
も
っ
て
、
成
熟
し
た
読
書
人
の
あ

か
し
と
す
る
よ
う
な
風
潮
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
皮
肉
も
含
め
て
、

永
遠
の
「
青
春
の
文
学
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」（
二
〇
〇
二
：
二
二
〜

二
三
）
と
認
め
つ
つ
も
、「
こ
う
し
た
中
で
、『
人
間
失
格
』
は
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
し
て
着
実
に
読
み
継
が
れ
て
き
て
い
る
。
も
し
も
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
「
幻
滅
」

が
強
調
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
実
は
そ
の
こ
と
自
体
が
驚
異
的
な

事
実
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
二
〇
〇
二
：
二
三
）
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
21
）  

「
桜
桃
忌
、
こ
と
し
も
六
百
人
　
若
者
の
心
離
さ
な
い
太
宰
治
」『
毎
日
新
聞
』

一
九
七
四
年
六
月
二
十
四
日
夕
刊
。

（
22
）  

「﹇
お
あ
し
す
﹈　
桜
桃
忌
に
ぎ
わ
う
」『
読
売
新
聞
』
一
九
八
七
月
六
月
二
十
日
朝
刊
。

（
23
）  

「
桜
桃
忌
に
フ
ァ
ン
千
人
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
二
年
六
月
二
十
日
朝
刊
。

（
24
）  

「
雨
の
「
桜
桃
忌
」　
太
宰
治
し
の
ん
で
五
百
人
」『
読
売
新
聞
』
一
九
六
五
年
六
月

二
十
日
朝
刊
。

（
25
）  

「〝
太
宰
文
学
〞
し
の
ぶ
桜
桃
忌
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
十
日
朝
刊
。

（
26
）  

「
桜
桃
忌
、
朝
か
ら
フ
ァ
ン
ぞ
く
ぞ
く
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
六
月
二
十
日
付

記
事
朝
刊
。

（
27
）  

大
石
裕
に
よ
る
と
、「
国
家
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
国
民
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
報
道
さ
れ
る
社
会
的
出
来
事
に
直
接
に
参
加
せ
ず
、
関
わ
ら
な
い
場
合
で
も
、

日
常
的
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
行
う
社
会
的
出
来
事
の
「
名
づ
け
」
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
る
」（
二
〇
〇
五
：
一
八
三
）
と
い
う
。
出
来
事
で
は
な
い
が
、参
加
者
を
「
フ
ァ

ン
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
関
し
て
も
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
28
）  

「
太
宰
の
魅
力
、
時
を
超
え
　
ゆ
か
り
の
三
鷹
で
朗
読
・
演
劇
」『
朝
日
新
聞
』

二
〇
〇
六
年
六
月
十
四
日
夕
刊
。

（
29
）  

「（
窓
・
論
説
委
員
室
か
ら
）「
百
歳
」
の
人
気
作
家
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
二

月
十
七
日
夕
刊
。

（
30
）  

「
太
宰
治
へ
の
思
い
様
々
「
桜
桃
忌
」　
三
鷹
・
禅
林
寺
に
大
勢
の
フ
ァ
ン
／
東
京
都
」

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
六
月
二
十
日
朝
刊
。

（
31
）  
こ
こ
で
用
い
る
「
沈
黙
の
空
間
」「
合
意
の
空
間
」
の
枠
組
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
社
会
的
影
響
を
示
し
た
ハ
リ
ン
（H

allin 1989

）
の
図
式
「
合
意
、

正
当
な
論
争
、
逸
脱
の
空
間
構
成
」
を
参
照
し
た
。

（
32
）  

東
書
文
庫 
東
京
書
籍
附
設 

教
科
書
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tosho 
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-bunko.jp/

）。
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
日
に
ア
ク
セ
ス
。

（
33
）  
太
宰
治
が
「
合
意
の
空
間
」
に
入
る
以
前
の
桜
桃
忌
関
連
記
事
は
、
非
常
に
少
な
い
。

主
に
情
死
報
道
の
余
波
に
よ
る
四
件
の
報
道
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
節
の
桜
桃
忌
関

連
記
事
分
析
は
、一
九
四
九
年
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、そ
こ
に
は
主
に
「
合
意
の
空
間
」

に
入
っ
た
後
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
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斎
藤
理
生
・
松
本
和
也
編
『
新
世
紀
太
宰
治
』
双
文
社
出
版
。

滝
口
明
祥
（
二
〇
一
六
）『
太
宰
治
ブ
ー
ム
の
系
譜
』
ひ
つ
じ
書
房
。

谷
本
奈
穂
（
二
〇
一
三
）「
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ
女
性
向
け
雑
誌
に
お
け
る
身
体
の
『
老
化
』
イ
メ
ー

ジ
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
八
三
号
：
五
〜
二
九
頁
。

宇
佐
美
毅
（
二
〇
一
五
）「
文
学
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」『
日
本
近
代
文
学
』
九
二
号
：
一
四
六

〜
一
五
二
頁
。

和
田
芳
恵
（
二
〇
一
一
）『
筑
摩
書
房
の
三
十
年
』
筑
摩
書
房
。

米
村
み
ゆ
き
（
二
〇
〇
三
）『
宮
沢
賢
治
を
創
っ
た
男
た
ち
』
青
弓
社
。

―
―
―
（
二
〇
〇
八
）『
教
科
書
掲
載
作
品
　
小
・
中
学
校
編
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
。
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付録一　中学校教科書に掲載される太宰作品（初出から 2016 年まで）

書名 学校種類｜教科｜種目 著作者 発行者 使用年度 掲載される
作品

1 中学校現代の国語 3 新版 中学校｜国語｜国語 吉田 昇， 木原 茂， ほか 16 名 三省堂 1978～1980 猿ヶ島

2 現代の国語 中学 2 中学校｜国語科｜国語 土井忠生， 佐伯梅友， 伊藤整 
ほか 19 名 三省堂 1966～1968 新樹の言葉

3 国語 三 中学校｜国語科｜国語 風巻景次郎， 平井昌夫， 上田
幹一 開隆堂出版 1962～1965 走れメロス

4 国語 中学三 中学校｜国語科｜国語
（総合）

志賀直哉， 辰野隆， 久松潜一， 
吉田精一， ほか 13 名 学校図書 1960～1961 走れメロス

5 中学校国語 三年上 中学校｜国語科｜国語
志賀直哉， 辰野隆， 久松潜一， 
今泉忠義， 吉田精一， ほか 24
名

学校図書 1962～1965 走れメロス

6 中学校国語 三 中学校｜国語科｜国語 志賀直哉， 久松潜一， 吉田精
一， ほか 26 名 学校図書 1966～1968 走れメロス

7 中学校国語 三 中学校｜国語｜国語 志賀直哉， 久松潜一， 吉田精
一， ほか 29 名 学校図書 1969～1971 走れメロス

8 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 今泉忠義， 久松潜一， 吉田精
一， ほか 23 名 学校図書 1972～1974 走れメロス

9 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 今泉忠義， 久松潜一， 吉田精
一， ほか 27 名 学校図書 1975～1977 走れメロス

10 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 今泉忠義， 久松潜一， 吉田精
一， ほか 27 名 学校図書 1978～1980 走れメロス

11 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 吉田精一， 西尾光一， 野地潤
家， ほか 21 名 学校図書 1981～1983 走れメロス

12 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 吉田精一， 西尾光一， 野地潤
家， ほか 22 名 学校図書 1984～1986 走れメロス

13 中学校国語 二 中学校｜国語｜国語 阿川弘之， 西尾光一， 野地潤
家， ほか 18 名 学校図書 1987～1989 走れメロス

14 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 阿川弘之， 西尾光一， 野地潤
家， ほか 19 名 学校図書 1990～1992 走れメロス

15 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 阿川弘之， 野地潤家， ほか 21
名 学校図書 1993～1996 走れメロス

16 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 阿川弘之， 野地潤家， ほか 29
名 学校図書 1997～2001 走れメロス

17 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 野地潤家， 安岡章太郎， ほか
22 名 学校図書 2002～2005 走れメロス

18 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 野地潤家， 安岡章太郎， ほか
23 名 学校図書 2006～2011 走れメロス

19 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 野地潤也， 安岡章太郎， 新井
満， ほか 28 名 学校図書 2012～2015 走れメロス

20 中学校国語 2 中学校｜国語｜国語 野地潤家， 新井満， ほか 28 名 学校図書 2016～ 走れメロス

21 新版 標準中学国語 二 中学校｜国語｜国語 西尾実， ほか 19 名 教育出版 1972～1974 走れメロス

22 改訂 標準中学国語 二 中学校｜国語｜国語 西尾実， ほか 17 名 教育出版 1975～1977 走れメロス

23 新版 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 西尾実， ほか 18 名 教育出版 1978～1980 走れメロス

24 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 柴田武， 
ほか 20 名 教育出版 1981～1983 走れメロス

25 改訂 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 柴田武， 
ほか 24 名 教育出版 1984～1986 走れメロス

26 新訂 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 柴田武， 
ほか 28 名 教育出版 1987～1989 走れメロス

27 新版 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 柴田武， 
ほか 28 名 教育出版 1990～1992 走れメロス

28 新版 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 加藤周一， 
ほか 27 名 教育出版 1993～1996 走れメロス
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書名 学校種類｜教科｜種目 著作者 発行者 使用年度 掲載される
作品

29 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 松村明， 加藤周一， 
ほか 33 名 教育出版 1997～2001 走れメロス

30 伝え合う言葉 中学国語 2 年 中学校｜国語｜国語 木下順二， 加藤周一， ほか 36
名 教育出版 2002～2005 走れメロス

31 伝え合う言葉 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 木下順二， 加藤周一， ほか 32
名 教育出版 2006～2011 走れメロス

32 伝え合う言葉　中学国語 2 中学校｜国語｜国語 加藤周一， ほか 34 名 教育出版 2012～2015 走れメロス

33 伝え合う言葉　中学国語　2 中学校｜国語｜国語 田近洵一， 北原保雄， ほか 31
名 教育出版 2016～ 走れメロス

34 中等新国語 三 中学校｜国語科｜国語 石森延男， 遠藤嘉基， 小林英
夫， ほか 6名 光村図書出版 1962～1965 走れメロス

35 中等新国語 二 中学校｜国語科｜国語 石森延男， ほか 10 名 光村図書出版 1966～1968 走れメロス

36 中等新国語 二 中学校｜国語｜国語 石森延男， ほか 10 名 光村図書出版 1969～1971 走れメロス

37 中等新国語 二 中学校｜国語｜国語 石森延男， ほか 22 名 光村図書出版 1972～1974 走れメロス

38 中等新国語 二 中学校｜国語｜国語 石森延男， 井上靖， ほか 20 名 光村図書出版 1975～1977 走れメロス

39 国語 2 中学校｜国語｜国語 石森延男， 井上靖， ほか 30 名 光村図書出版 1987～1989 走れメロス

40 国語 2 中学校｜国語｜国語 石森延男， ほか 30 名 光村図書出版 1990～1992 走れメロス

41 国語 2 中学校｜国語｜国語 栗原一登， ほか 30 名 光村図書出版 1993～1996 走れメロス

42 国語 2 中学校｜国語｜国語 宮地裕， 渡辺実， 樺島忠夫， 
ほか 26 名 光村図書出版 1997～2001 走れメロス

43 国語 2 中学校｜国語｜国語 樺島忠夫， 宮地裕， 渡辺実， 
ほか 27 名 光村図書出版 2002～2005 走れメロス

44 国語 2 中学校｜国語｜国語 樺島忠夫， 宮地裕， 渡辺実， 
ほか 27 名 光村図書出版 2006～2011 走れメロス

45 国語 2 中学校｜国語｜国語 樺島忠夫， 宮地裕， 渡辺実， 
ほか 29 名 光村図書出版 2012～2015 走れメロス

46 国語 2 中学校｜国語｜国語 甲斐睦朗， ほか 27 名 光村図書出版 2016～ 走れメロス

47 新しい国語 中学三年 中学校｜国語科｜国語 柳田国男， 成瀬正勝 東京書籍 1962～1965 走れメロス

48 新編新しい国語 中学三年 中学校｜国語科｜国語 成瀬正勝， 林大， ほか 15 名 東京書籍 1966～1968 走れメロス

49 新訂新しい国語 二 中学校｜国語｜国語 成瀬正勝， 阿部秋正， 大石初
太郎， ほか 17 名 東京書籍 1969～1971 走れメロス

50 新しい国語 二 中学校｜国語｜国語 大石初太郎， 阪倉篤義， 阿部
秋生， ほか 10 名 東京書籍 1972～1974 走れメロス

51 新訂新しい国語二 中学校｜国語｜国語 大石初太郎， 阪倉篤義， 阿部
秋生， ほか 11 名 東京書籍 1975～1977 走れメロス

52 新編新しい国語 二 中学校｜国語｜国語 大石初太郎， 阪倉篤義， 高田
瑞穂， ほか 17 名 東京書籍 1978～1980 走れメロス

53 新しい国語 二 中学校｜国語｜国語 大石初太郎， 阪倉篤義， 高田
瑞穂， ほか 20 名 東京書籍 1981～1983 走れメロス

54 改訂新しい国語 二 中学校｜国語｜国語 林巨樹， 古田東朔， 大石初太
郎， ほか 27 名 東京書籍 1984～1986 走れメロス

55 新編新しい国語二 中学校｜国語｜国語 林巨樹， 古田東朔， 阪倉篤義， 
ほか 31 名 東京書籍 1987～1989 走れメロス

56 新しい国語 2 中学校｜国語｜国語 林巨樹， 古田東朔， 阪倉篤義， 
ほか 29 名 東京書籍 1990～1992 走れメロス

57 新しい国語 2 中学校｜国語｜国語 久保田淳 東京書籍 1993～1996 走れメロス

58 新編新しい国語 2 中学校｜国語｜国語 久保田淳， ほか 26 名 東京書籍 1997～2001 走れメロス

59 新しい国語 2 中学校｜国語｜国語 三角洋一， ほか 30 名 東京書籍 2002～2005 走れメロス

60 新編新しい国語　2 中学校｜国語｜国語 三角洋一， 相澤秀夫， ほか 29
名 東京書籍 2006～2011 走れメロス

61 新しい国語 2 中学校｜国語｜国語 三角洋一， 相澤秀夫， ほか 35
名 東京書籍 2012～2015 走れメロス
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書名 学校種類｜教科｜種目 著作者 発行者 使用年度 掲載される
作品

62 新編新しい国語　2 中学校｜国語｜国語 三角洋一， 相澤秀夫， ほか 38
名 東京書籍 2016～ 走れメロス

63 中学校現代の国語 新版 3 中学校｜国語｜国語 土井忠生， 佐伯梅友， 金田一
京助， ほか 22 名 三省堂 1969～1971 走れメロス

64 現代の国語 2 中学校｜国語｜国語 金田一春彦， ほか 29 名 三省堂 1993～1996 走れメロス

65 現代の国語 2 中学校｜国語｜国語 金田一春彦， ほか 29 名 三省堂 1997～2001 走れメロス

66 現代の国語 2 中学校｜国語｜国語 金田一春彦， 長谷川孝士， ほ
か 23 名 三省堂 2002～2005 走れメロス

67 現代の国語 2 中学校｜国語｜国語 金田一春彦， 長谷川孝士， ほ
か 40 名 三省堂 2006～2011 走れメロス

68 中学生の国語 二年 中学校｜国語｜国語 中洌正堯， ほか 42 名 三省堂 2012～2015 走れメロス

69 現代の国語 2 中学校｜国語｜国語 中洌正堯， ほか 39 名 三省堂 2016～ 走れメロス

70 国語 二 中学校用総合 中学校｜国語科｜国語
（総合） 岡崎義恵 日本書院 1959～1961 走れメロス

71 国語 二 中学校 中学校｜国語科｜国語 岡崎義恵 日本書院 1962～1965 走れメロス

72 新中学国語総合 新訂版 三上 中学校｜国語科｜国語
（総合） 能勢朝次， 石井庄司 大修館書店 1958～1961 走れメロス

73 新中学国語 三 中学校｜国語科｜国語 石井庄司 大修館書店 1962～1965 走れメロス

74 国語総合編 中学校二年上
中学校｜国語科｜文学
と言語とを総合したも
の

時枝誠記 中教出版 1956～1961 走れメロス

75 中学国語 二年下 中学校｜国語科｜国語
（総合） 土岐善麿， ほか 7名 中教出版 1959～1961 走れメロス

76 国語 二 中学校用 中学校｜国語科｜国語 西尾実， 大村浜， 市川孝， ほ
か 5名 筑摩書房 1966～1968 走れメロス

77 新版 国語 2 中学校用 中学校｜国語｜国語 西尾実， 大村浜， 市川孝， ほ
か 5名 筑摩書房 1969～1971 走れメロス

78 中学校国語 三年 中学校｜国語科｜国語 山岸徳平， 服部四郎， ほか 6
名 大日本図書 1962～1965 走れメロス

79 中学国語 2 中学校｜国語科｜国語 山本有三， 石井庄司， ほか 27
名 日本書籍 1966～1968 走れメロス

80 中学国語 2 中学校｜国語｜国語 山本有三， 石井庄司， ほか 28
名 日本書籍 1969～1971 走れメロス

81 中学国語 二 中学校｜国語科｜国語 高木市之助， 熊沢竜， 井上靖， 
ほか 13 名 大阪書籍 1966～1968 走れメロス

教科書目録情報データベース，東書文庫教科書図書館データベースと『教科書掲載作品 13000』に基づき，作成したも
のである。


